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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジな
し）」は、このたび第316期の決算を⾏いました。 

ここに、第311期から第316期の運用状況をご
報告申し上げます。 

今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願
い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

①マザーファンドの受益証券への投資を通じて、米国をはじ
め世界中の公社債のなかから、相対的に投資価値の高い証
券に分散投資することにより、インカム・ゲインの確保と
ともにキャピタル・ゲインの獲得をめざします。 

②債券セクター間の投資収益率の格差に着目し、より高い収
益が期待される債券セクターに機動的にウェートをかけ
た資産配分を⾏い、アクティブに運用します。 

③外貨建資産については原則として為替ヘッジを⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
オ ー プ ン Ａ 
（為替ヘッジなし） 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・
ハイ・インカム・マザーファンドの受益証券
を主要投資対象とします。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
マザーファンド

米国および米国外の投資適格国の国債・政府
機関債、米国内のアセット・バック証券、米
国内外の投資適格社債および高利回り社債、
エマージング・カントリー公社債を主な投資
対象とします。 

組 入 制 限 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
オ ー プ ン Ａ 
（為替ヘッジなし） 

①外貨建資産への実質投資割合には、制限を
設けません。 

②株式への実質投資割合は、信託財産の純資
産総額の10％以内とします。 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ハイ・インカム・ 
マザーファンド

①外貨建資産への投資については、制限を設
けません。 

②株式への投資割合は、信託財産の純資産総
額の10％以内とします。 

分 配 方 針 

毎⽉決算を⾏い、原則として以下の方針により分配を⾏います。 
①分配対象額は、経費控除後の利⼦等収益および売買益（評

価益を含みます。また、繰越⽋損⾦がある時は、これを控
除します。）等の全額とします。 

②分配⾦は、委託者が基準価額⽔準、市場動向等を勘案して
決定します。ただし、分配対象収益が少額の場合は、収益
分配を⾏わないこともあります。 

③留保益の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」
および「運用方法」に基づいて運用を⾏います。 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 
[愛称：NK・コンパス（羅針盤）] 

追加型投信／内外／債券 
第311期(決算日2023年６⽉12日) 第312期(決算日2023年７⽉10日)  第313期(決算日2023年８⽉10日) 
第314期(決算日2023年９⽉11日) 第315期(決算日2023年10⽉10日) 第316期(決算日2023年11⽉10日) 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 
287期(2021年６月10日) 5,167 20 1.3 38,683 1.7 96.1 14,788 
288期(2021年７月12日) 5,171 20 0.5 38,895 0.5 97.4 14,683 
289期(2021年８月10日) 5,151 20 0.0 39,033 0.4 98.2 14,572 
290期(2021年９月10日) 5,134 20 0.1 39,094 0.2 97.4 14,498 
291期(2021年10月11日) 5,127 20 0.3 39,015 △0.2 98.2 14,424 
292期(2021年11月10日) 5,160 20 1.0 39,773 1.9 94.6 14,483 
293期(2021年12月10日) 5,114 20 △0.5 39,577 △0.5 95.5 14,319 
294期(2022年１月11日) 5,121 20 0.5 39,503 △0.2 95.7 14,293 
295期(2022年２月10日) 5,044 20 △1.1 39,029 △1.2 93.2 14,049 
296期(2022年３月10日) 4,898 20 △2.5 38,007 △2.6 95.6 13,630 
297期(2022年４月11日) 5,107 20 4.7 39,606 4.2 99.1 14,189 
298期(2022年５月10日) 5,057 20 △0.6 39,569 △0.1 98.5 13,988 
299期(2022年６月10日) 5,194 20 3.1 40,703 2.9 98.5 14,296 
300期(2022年７月11日) 5,075 20 △1.9 40,183 △1.3 98.7 13,912 
301期(2022年８月10日) 5,193 20 2.7 41,195 2.5 97.9 14,172 
302期(2022年９月12日) 5,280 20 2.1 41,947 1.8 98.7 14,403 
303期(2022年10月11日) 5,112 20 △2.8 40,870 △2.6 98.2 13,889 
304期(2022年11月10日) 5,144 20 1.0 41,312 1.1 97.2 13,929 
305期(2022年12月12日) 5,067 20 △1.1 40,785 △1.3 96.4 13,703 
306期(2023年１月10日) 4,919 20 △2.5 39,570 △3.0 97.3 13,279 
307期(2023年２月10日) 4,930 20 0.6 39,667 0.2 97.6 13,293 
308期(2023年３月10日) 4,949 20 0.8 40,175 1.3 98.0 13,344 
309期(2023年４月10日) 4,901 20 △0.6 40,288 0.3 97.8 13,194 
310期(2023年５月10日) 4,955 15 1.4 40,975 1.7 98.4 13,312 

311期(2023年６月12日) 5,067 15 2.6 42,044 2.6 98.4 13,557 
312期(2023年７月10日) 5,136 15 1.7 42,704 1.6 98.2 13,693 
313期(2023年８月10日) 5,242 15 2.4 43,597 2.1 97.8 13,897 
314期(2023年９月11日) 5,279 15 1.0 44,097 1.1 97.7 13,947 
315期(2023年10月10日) 5,185 15 △1.5 43,203 △2.0 97.3 13,604 
316期(2023年11月10日) 5,344 15 3.4 44,796 3.7 98.0 13,978 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 
 
※参考指数について 

当ファンドの参考指数である合成指数は、原則として基準価額計算日前日付のICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデック

ス（円ベース）、JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）、およびJPモルガン・ガバメン

ト・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）の各数値を、委託会社が以下の比率で合成し算出したものです。 
 
・ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス（*）（円ベース）**：25％ 
（*）ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス：ICE BofA US High Yield Index 

・JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）**：25％ 

・JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバル（円ベース）：50％ 

**いずれもそれぞれの米ドルベース指数をもとに、わが国の対顧客電信売買相場の仲値を用いて委託会社が邦貨換算したものです。 
 
当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

第311期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 
2023年５月10日 4,955 － 40,975 － 98.4 

５月末 5,071 2.3 41,898 2.3 98.7 
(期  末)      

2023年６月12日 5,082 2.6 42,044 2.6 98.4 

第312期 

(期  首)      
2023年６月12日 5,067 － 42,044 － 98.4 

６月末 5,257 3.7 43,675 3.9 98.5 
(期  末)      

2023年７月10日 5,151 1.7 42,704 1.6 98.2 

第313期 

(期  首)      
2023年７月10日 5,136 － 42,704 － 98.2 

７月末 5,171 0.7 42,890 0.4 97.3 
(期  末)      

2023年８月10日 5,257 2.4 43,597 2.1 97.8 

第314期 

(期  首)      
2023年８月10日 5,242 － 43,597 － 97.8 

８月末 5,304 1.2 44,060 1.1 97.5 
(期  末)      

2023年９月11日 5,294 1.0 44,097 1.1 97.7 

第315期 

(期  首)      
2023年９月11日 5,279 － 44,097 － 97.7 

９月末 5,273 △0.1 43,838 △0.6 98.0 
(期  末)      

2023年10月10日 5,200 △1.5 43,203 △2.0 97.3 

第316期 

(期  首)      
2023年10月10日 5,185 － 43,203 － 97.3 

10月末 5,204 0.4 43,406 0.5 97.5 
(期  末)      

2023年11月10日 5,359 3.4 44,796 3.7 98.0  
（注） 各期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし）(以下「当

ファンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、作成期首（2023年５月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 参考指数は、ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス、JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデッ

クス・グローバル、およびJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバルを委託会社で合成し算出した指数です。 

 

○基準価額の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は、前作成期末比で上昇しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・保有債券の利息収入 

・保有する一部のハイイールド社債の価格上昇 

・円安米ドル高の進行 

 

下落要因 

・保有する一部の国債、投資適格社債、新興国債券などの価格下落 

 

  
当作成期の債券市場については、ハイイールド社債の価格は上昇しましたが、国債や投資適格社債、新興国

債券などの価格はいずれも下落しました。 

 

【債券市場】 

先進国の国債： 

米国国債金利は上昇(価格は下落)しました。 

2023年10月中旬にかけては、堅調な米国経済や米連邦準備理事会(FRB)におけるタカ派発言を背景に、金利は

おおむね上昇基調で推移しました。その後中東地域での地政学リスクが高まると、金利はやや低下しました。 

 

ドイツ国債金利は上昇(価格は下落)しました。 

2023年９月にかけては、米国長期金利の上昇や欧州中央銀行(ECB)におけるタカ派姿勢の維持を背景に、金

利はおおむね上昇基調で推移しました。その後は、欧州圏の景気後退懸念や中東地域の地政学リスクなどか

ら、金利はやや低下しました。 

 

ハイイールド社債市場： 

当市場は、2023年９月中旬にかけては、堅調な企業業績を受けておおむね上昇基調で推移しました。その後

大手格付け会社による銀行セクターの格下げを受け、与信市場への不安が高まったことから下落したものの、

10月末には反発しました。 

 

新興国債券市場： 

当市場は、2023年７月下旬にかけては、欧米の利上げペース減速への期待などから上昇しました。その後、

米国長期金利の上昇や中国の不動産大手企業の信用悪化を受け、投資家のリスク回避の姿勢が強まったため、

下落に転じましたが、10月中旬以降は反発しました。 

 

【為替市場】 

米ドル円は、前作成期末比で円安米ドル高となりました。日本銀行（日銀）による為替介入への警戒感から

一時的に円高米ドル安が進行する局面があったものの、米国の政策金利見通しの引き上げや日銀の金融緩和

の維持を背景に、当作成期を通じておおむね円安米ドル高基調で推移しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド(以下「マザー

ファンド」ということがあります。)受益証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として

います。外貨建資産については原則として為替ヘッジを行いません。 

マザーファンドは先進国の投資適格債への投資により、中長期的に安定した収益を確保するとともに、ハイ

イールド社債や新興国債券などにも投資を行い、高水準のインカム・ゲインの確保とキャピタル・ゲインの獲

得を目指しております。 

当ファンドは当作成期を通じてほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

世界中の公社債の中から相対的に投資価値が高い証券に分散投資を行います。運用にあたっては当作成期

も引き続き債券セクター間の投資収益率の格差に着目し、より高い収益が期待される債券セクターに機動的

に資産配分を行いました。 

その結果、ハイイールド社債の組入比率が上昇した一方、先進国の国債や投資適格社債等の組入比率は低下

しました。 

 

  
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合（それぞれ小数第２位を四捨五入）。 

（注） 「その他資産」は、株式、新株予約権付社債（転換社債）の合計。 

（注） 格付はムーディーズとS&Pのうちいずれか高い方を採用して集計したものです。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

  
当ファンドは、特定の指数を上回ることを目指す運用を行っていないため、ベンチマークを設けておりませ

ん。以下のグラフは、基準価額と参考指数の騰落率の対比です。 

 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） 参考指数は、ICEバンクオブアメリカ・US・ハイ・イールド・インデックス、JPモルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデッ

クス・グローバル、およびJPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス・グローバルを委託会社で合成し算出した指数です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

  
当作成期間の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案して決定しまし

た。各決算期の分配金については、以下をご覧ください(当作成期間合計：90円)。なお、収益分配に充てなかっ

た利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第311期 第312期 第313期 第314期 第315期 第316期 

2023年５月11日～ 
2023年６月12日 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

2023年８月11日～ 
2023年９月11日 

2023年９月12日～ 
2023年10月10日 

2023年10月11日～ 
2023年11月10日 

当期分配金 15  15  15  15  15  15  

(対基準価額比率) 0.295％ 0.291％ 0.285％ 0.283％ 0.288％ 0.280％ 

 当期の収益 15  15  15  15  15  15  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 116  120  127  134  134  142  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

世界経済は、2023年はプラス成長を維持、2024年も力強さにかけるもののプラス成長が続くと予想していま

す。ただし、金融機関への規制強化から与信市場がタイト化することが予想される中、金利水準が高位に推移

し、景気後退に陥る状況にならないか注視が必要です。 

 

ハイイールド社債については、金融引き締めや景気減速などの影響を受けるものの、市場全体の信用力水準

は長期平均を上回る強固な状態に留まっています。今後は市場全体で信用力の悪化が進み、多くのセクターは

クレジットサイクルの後退局面に入ると思われますが、デフォルト率は長期平均並みの水準に留まるとみて

います。運用にあたっては、よりディフェンシブなセクターや銘柄を選好しています。 

 

新興国債券については、金融緩和への転換で先行しており、物価抑制と経済成長の両面で先進国よりも優位

になりやすいとみています。ただし、足もとでは景気鈍化がハイイールド社債に及ぼす悪影響や地政学リスク

の高まりが警戒される中、債務問題や対外収支の悪化に苦しむ国と経済活動再開の恩恵を享受する国の格差

が広がっています。運用にあたっては、各国の個別動向を重視し、分散度を高めつつ価格面で魅力がある国の

選別に注力します。エマージング社債については、国債に対し全般的に強気にみていますが、米国金利の上昇

を受け、一部のポジションについてファンダメンタルズの良い国債へのスイッチも検討します。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年５月11日～2023年11月10日) 

項 目 
第311期～第316期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 45  0.857  (a)信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (20)  (0.387)     委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (23)  (0.442)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での 
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.028)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.000   (b)売買委託手数料＝作成期間中の売買委託手数料÷作成期間中の 
平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に 
支払う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝作成期間中の有価証券取引税÷作成期間中の 
平均受益権口数 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 0   0.008   (d)その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権
口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.003)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管 
および資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.004)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)     その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 45   0.865    

作成期間中の平均基準価額は、5,213円です。  

 
（注）作成期間中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡

便法により算出した結果です。 

（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目

ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

  



品 名：90039_119706_316_03_アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし）_989734.docx 

日 時：2023/12/15 18:02:00 

ページ：10 

 

 

－ 10 － 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料お

よび有価証券取引税を除く。）を作成対象期間の平均受益権口数に作成対象期間の平均基準価額（１

口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○売買及び取引の状況 (2023年５月11日～2023年11月10日) 

 

銘 柄 
第311期～第316期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 66,810 111,632 495,531 835,030 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年５月11日～2023年11月10日) 

 

項 目 
第311期～第316期 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 17,955千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 43,393千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.41   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 
（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年５月11日～2023年11月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年11月10日現在) 

 

銘 柄 
第310期末 第316期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 8,359,478 7,930,757 13,978,753 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○投資信託財産の構成 (2023年11月10日現在) 

項 目 
第316期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンド 13,978,753 99.6 

コール・ローン等、その他 59,218 0.4 

投資信託財産総額 14,037,971 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンドにおいて、第316期末における外貨建純資産（14,039,559

千円）の投資信託財産総額（14,165,728千円）に対する比率は99.1％です。 

（注） 外貨建資産は、第316期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替

レートは、１米ドル＝151.43円、１カナダドル＝109.65円、１アルゼンチンペソ＝0.4324円、１ユーロ＝161.56円、１英ポンド＝

185.08円、100ハンガリーフォリント＝42.6067円、１ニュージーランドドル＝89.21円、100インドネシアルピア＝0.97円です。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査を行った者の名称 

EY新日本有限責任監査法人 

 

調査の結果及び方法の概要 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・マザーファンドにおいて行った取引のうち、

調査依頼を行った取引は2023年５月11日から2023年11月10日までの間で直物為替先渡取引（以下「NDF」とい

います。）４件及び有価証券（外国貸付債権信託受益証券）取引４件でした。投資信託及び投資法人に関する

法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づき、これらのNDF取引については比較可能な価格のほか、通

貨、期日、レート、取引の相手方の名称、その他当該取引の内容に関して、有価証券取引については比較可能

な価額のほか、銘柄、数量、その他当該有価証券の内容に関してEY新日本有限責任監査法人へその調査を委託

し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等

の調査に係る合意された手続業務に関する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告

書を受領する予定です。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について保証を提供する

ものではありません。 

以上 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第311期末 第312期末 第313期末 第314期末 第315期末 第316期末 

2023年６月12日現在 2023年７月10日現在 2023年８月10日現在 2023年９月11日現在 2023年10月10日現在 2023年11月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 13,618,650,226   13,751,236,869   13,956,739,248   14,008,322,323   13,662,668,042   14,037,971,857   

 コール・ローン等 505,746   19,135   1,477,304   10,050   333,552   18,143   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ハイ・インカム・マザーファンド(評価額) 

13,557,044,480   13,692,917,734   13,895,561,944   13,947,712,273   13,604,134,490   13,978,753,714   

 未収入金 61,100,000   58,300,000   59,700,000   60,600,000   58,200,000   59,200,000   

(B) 負債 60,941,310   58,132,171   59,590,766   60,477,973   58,115,567   59,127,840   

 未払収益分配金 40,134,114   39,990,627   39,768,239   39,633,085   39,358,478   39,235,175   

 未払信託報酬 20,708,030   18,057,403   19,729,356   20,748,728   18,669,940   19,799,509   

 未払利息 1   －   4   －   －   －   

 その他未払費用 99,165   84,141   93,167   96,160   87,149   93,156   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,557,708,916   13,693,104,698   13,897,148,482   13,947,844,350   13,604,552,475   13,978,844,017   

 元本 26,756,076,341   26,660,418,490   26,512,159,615   26,422,057,033   26,238,985,603   26,156,783,808   

 次期繰越損益金 △13,198,367,425   △12,967,313,792   △12,615,011,133   △12,474,212,683   △12,634,433,128   △12,177,939,791   

(D) 受益権総口数 26,756,076,341口 26,660,418,490口 26,512,159,615口 26,422,057,033口 26,238,985,603口 26,156,783,808口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 5,067円 5,136円 5,242円 5,279円 5,185円 5,344円 
 

（注） 第311期首元本額26,869,469,324円、第311～第316期中追加設定元本額215,891,278円、第311～第316期中一部解約元本額

928,576,794円。第316期末現在における１口当たり純資産額0.5344円。 

（注） 第316期末現在において純資産総額が元本を下回っており、その差額は△12,177,939,791円です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○損益の状況 

項 目 
第311期 第312期 第313期 第314期 第315期 第316期 

2023年５月11日～ 
2023年６月12日 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

2023年８月11日～ 
2023年９月11日 

2023年９月12日～ 
2023年10月10日 

2023年10月11日～ 
2023年11月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △            36   △             1   △            98   △            12   △            10   △             8   

 支払利息 △            36   △             1   △            98   △            12   △            10   △             8   

(B) 有価証券売買損益 362,209,514   242,003,536   339,787,267   158,407,973   △   188,543,613   476,040,017   

 売買益 363,209,086   242,142,666   340,963,657   158,579,936   206,447   476,414,335   

 売買損 △       999,572   △       139,130   △     1,176,390   △       171,963   △   188,750,060   △       374,318   

(C) 信託報酬等 △    20,807,194   △    18,141,544   △    19,822,523   △    20,844,889   △    18,757,089   △    19,892,664   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 341,402,284   223,861,991   319,964,646   137,563,072   △   207,300,712   456,147,345   

(E) 前期繰越損益金 △ 4,017,373,635   △ 3,697,729,286   △ 3,489,651,728   △ 3,194,365,970   △ 3,070,866,605   △ 3,302,624,664   

(F) 追加信託差損益金 △ 9,482,261,960   △ 9,453,455,870   △ 9,405,555,812   △ 9,377,776,700   △ 9,316,907,333   △ 9,292,227,297   

 (配当等相当額) (     274,618,039)  (     273,746,447)  (     272,336,191)  (     271,552,675)  (     269,835,769)  (     269,155,752)  

 (売買損益相当額) (△ 9,756,879,999)  (△ 9,727,202,317)  (△ 9,677,892,003)  (△ 9,649,329,375)  (△ 9,586,743,102)  (△ 9,561,383,049)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △13,158,233,311   △12,927,323,165   △12,575,242,894   △12,434,579,598   △12,595,074,650   △12,138,704,616   

(H) 収益分配金 △    40,134,114   △    39,990,627   △    39,768,239   △    39,633,085   △    39,358,478   △    39,235,175   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △13,198,367,425   △12,967,313,792   △12,615,011,133   △12,474,212,683   △12,634,433,128   △12,177,939,791   

 追加信託差損益金 △ 9,482,261,960   △ 9,453,455,870   △ 9,405,555,812   △ 9,377,776,700   △ 9,316,907,333   △ 9,292,227,297   

 (配当等相当額) (     274,677,600)  (     273,794,728)  (     272,391,866)  (     271,608,052)  (     269,886,515)  (     269,210,351)  

 (売買損益相当額) (△ 9,756,939,560)  (△ 9,727,250,598)  (△ 9,677,947,678)  (△ 9,649,384,752)  (△ 9,586,793,848)  (△ 9,561,437,648)  

 分配準備積立金 37,067,160   48,162,027   66,297,188   82,665,974   84,332,391   102,877,612   

 繰越損益金 △ 3,753,172,625   △ 3,562,019,949   △ 3,275,752,509   △ 3,179,101,957   △ 3,401,858,186   △ 2,988,590,106   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬などの諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 分配金計算過程は以下のとおりです。 

 ＊第311期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（62,779,797円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（274,677,600円）および分配準備積立金額（14,421,477円）より分配対象収益額は351,878,874円（10,000口当

たり131円）であり、うち40,134,114円（10,000口当たり15円）を分配金額としております。 

 ＊第312期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（51,268,791円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（273,794,728円）および分配準備積立金額（36,883,863円）より分配対象収益額は361,947,382円（10,000口当

たり135円）であり、うち39,990,627円（10,000口当たり15円）を分配金額としております。 

 ＊第313期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（58,235,178円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（272,391,866円）および分配準備積立金額（47,830,249円）より分配対象収益額は378,457,293円（10,000口当

たり142円）であり、うち39,768,239円（10,000口当たり15円）を分配金額としております。 

 ＊第314期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（56,313,569円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（271,608,052円）および分配準備積立金額（65,985,490円）より分配対象収益額は393,907,111円（10,000口当

たり149円）であり、うち39,633,085円（10,000口当たり15円）を分配金額としております。 

 ＊第315期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（41,707,524円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（269,886,515円）および分配準備積立金額（81,983,345円）より分配対象収益額は393,577,384円（10,000口当

たり149円）であり、うち39,358,478円（10,000口当たり15円）を分配金額としております。 

 ＊第316期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（58,159,187円）、費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（0円）、収益調整金額（269,210,351円）および分配準備積立金額（83,953,600円）より分配対象収益額は411,323,138円（10,000口当

たり157円）であり、うち39,235,175円（10,000口当たり15円）を分配金額としております。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ハイ・インカム・オープンＡ（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

 第311期 第312期 第313期 第314期 第315期 第316期 

１万口当たり分配金（税込み） 15円 15円 15円 15円 15円 15円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。（各決算期ごとに計算されます。） 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金（特

別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配落ち

後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
 

 

 



添付ファンド_9pt_989734.indd   16添付ファンド_9pt_989734.indd   16 2023/12/15   18:08:362023/12/15   18:08:36



－ 17 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   17添付ファンド_9pt_989734.indd   17 2023/12/15   18:08:372023/12/15   18:08:37



－ 18 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   18添付ファンド_9pt_989734.indd   18 2023/12/15   18:08:372023/12/15   18:08:37



－ 19 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   19添付ファンド_9pt_989734.indd   19 2023/12/15   18:08:382023/12/15   18:08:38



－ 20 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   20添付ファンド_9pt_989734.indd   20 2023/12/15   18:08:382023/12/15   18:08:38



－ 21 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   21添付ファンド_9pt_989734.indd   21 2023/12/15   18:08:382023/12/15   18:08:38



－ 22 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   22添付ファンド_9pt_989734.indd   22 2023/12/15   18:08:382023/12/15   18:08:38



－ 23 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   23添付ファンド_9pt_989734.indd   23 2023/12/15   18:08:382023/12/15   18:08:38



－ 24 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   24添付ファンド_9pt_989734.indd   24 2023/12/15   18:08:382023/12/15   18:08:38



－ 25 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   25添付ファンド_9pt_989734.indd   25 2023/12/15   18:08:382023/12/15   18:08:38



－ 26 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   26添付ファンド_9pt_989734.indd   26 2023/12/15   18:08:392023/12/15   18:08:39



－ 27 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   27添付ファンド_9pt_989734.indd   27 2023/12/15   18:08:392023/12/15   18:08:39



－ 28 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   28添付ファンド_9pt_989734.indd   28 2023/12/15   18:08:392023/12/15   18:08:39



－ 29 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   29添付ファンド_9pt_989734.indd   29 2023/12/15   18:08:392023/12/15   18:08:39



－ 30 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   30添付ファンド_9pt_989734.indd   30 2023/12/15   18:08:392023/12/15   18:08:39



－ 31 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   31添付ファンド_9pt_989734.indd   31 2023/12/15   18:08:392023/12/15   18:08:39



－ 32 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   32添付ファンド_9pt_989734.indd   32 2023/12/15   18:08:402023/12/15   18:08:40



－ 33 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   33添付ファンド_9pt_989734.indd   33 2023/12/15   18:08:402023/12/15   18:08:40



－ 34 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   34添付ファンド_9pt_989734.indd   34 2023/12/15   18:08:402023/12/15   18:08:40



－ 35 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   35添付ファンド_9pt_989734.indd   35 2023/12/15   18:08:402023/12/15   18:08:40



－ 36 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   36添付ファンド_9pt_989734.indd   36 2023/12/15   18:08:402023/12/15   18:08:40



－ 37 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   37添付ファンド_9pt_989734.indd   37 2023/12/15   18:08:412023/12/15   18:08:41



－ 38 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   38添付ファンド_9pt_989734.indd   38 2023/12/15   18:08:412023/12/15   18:08:41



－ 39 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   39添付ファンド_9pt_989734.indd   39 2023/12/15   18:08:412023/12/15   18:08:41



－ 40 －

添付ファンド_9pt_989734.indd   40添付ファンド_9pt_989734.indd   40 2023/12/15   18:08:412023/12/15   18:08:41


